
本会議、常任委員会及び予算・決算特別委員会は、インターネット中継（ライブ・録画）を行っています。どうぞ、ご覧ください。
－この広報紙は再生紙を使用しています－

国立市議会　中継

開会時刻 本会議・委員会ともに、午前10時開会の予定です。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点等から、日程などが変更になる場合
がありますので、ご理解、ご協力をお願いします。
なお、変更になった場合は国立市議会ホームページでお知らせいたしますのでご確認
ください。
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第2回臨時会・第2回定例会の日程（予定）
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議会運営
委員会

臨時会

本会議
初　日

本会議
最終日

建設環境
委員会

総務文教
委員会

福祉保険
委員会

本 会 議 　 一 般 質 問

第26号～第30号議案▶▶▶4～5面に詳細

令和３（2021）年度の全ての予算案が可決されました

第8号議案▶▶▶3面に結果
パートナーシップ制度をスタートする国立市として、庁内における職員の勤務時間、休
日、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例案が全会一致で可決されました

第12号議案▶▶▶2面に詳細
市の通所事業を廃止するための、国立市発達支援室条例を廃止する条例案が賛
成多数で可決されました

第11号議案▶▶▶3面に結果
公立矢川保育園の運営を、くにたち子どもの夢・未来事業団に委託するための、
国立市立保育園設置条例の一部を改正する条例案が賛成多数で可決されました

第19号議案▶▶▶2面に詳細
国立市道における道路構造の技術的基準に関する条例の一部を改正する条例案が
全会一致で可決されました
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初日の締切:5月27日㈭ 最終日の締切:6月16日㈬

手話通訳の
申込締切

※�国立市議会では本会議の初日と最終日に、手話通
訳者を配置しております。手話通訳を希望される
方は、右のＱＲコードより、国立市議会ホーム
ページ「令和3年第2回定例会の手話通訳の申し込
みについて」をご覧ください。

請願・陳情
の提出締切 5月27日㈭正午までに議会事務局へご持参ください。

クニタチッタ

第33号議案▶▶▶2面に詳細
新型コロナウイルス感染症対策を含む、令和３年度国立市一般会計補正予算（第
１号）案が賛成多数で可決されました
■しょうがいしゃ施設及び高齢者施設等PCR検査充実事業補助金■予防接種委託料■新型コ
ロナウイルス感染症対策基金積立金■子育て世帯生活支援特別給付金■子どもの居場所づく
り事業補助金■ビジネスサポートセンター「Kuni-Biz」のセンター長再公募・研修委託料�他

矢川保育園が新園舎でスタートしました
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※歩行者利便増進道路のイメージ

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
受
給
者
証
が
な
く
て
も
使
え
る

と
こ
ろ
が
メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
。
今

後
、
受
給
者
証
の
な
い
子
ど
も
た

ち
へ
の
支
援
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
く
の
か
。

Ａ
代
替
事
業
と
し
て
臨
床
心
理
士

に
よ
る
個
別
フ
ォ
ロ
ー
を
実
施
し

て
い
く
。
加
え
て
グ
ル
ー
プ
サ

ポ
ー
ト
も
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
保
健
師
５
名
体
制
を
拡
充
し
10

名
体
制
で
と
い
う
こ
と
だ
が
、
グ

ル
ー
プ
サ
ポ
ー
ト
は
別
に
検
討
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ
形
と
し
て
は
今
後
検
討
。
保
護

者
の
方
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
18
歳
ま
で
寄
り
添
い
型
で

支
援
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ
当
然
18
歳
ま
で
の
発
達
に
関
す

る
ご
相
談
を
受
け
る
。
就
学
後
か

ら
18
歳
に
つ
い
て
は
連
携
し
な
が

ら
し
っ
か
り
考
え
て
い
く
。

Ｑ
通
っ
て
い
る
保
護
者
の
方
の
ご

理
解
は
い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
い

る
か
。

Ａ
時
間
の
問
題
も
あ
る
か
と
思
う

が
、
ま
だ
ま
だ
の
と
こ
ろ
は
あ
る

の
で
、
今
後
も
話
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

Ｑ
今
の
市
の
通
所
事
業「
ぴ
ー
す
」

を
生
か
し
た
ま
ま
拡
充
す
る
と
い

う
形
は
と
れ
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ
療
育
機
能
に
つ
い
て
は
整
理
し
、

相
談
支
援
体
制
の
強
化
、
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ
今
後
は
就
学
後
の
発
達
支
援
を

ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
く
の
か
。

Ａ
教
育
委
員
会
と
連
携
を
強
化
し

て
い
る
。
ま
た
、
発
達
支
援
連
絡

協
議
会
と
い
っ
た
場
所
を
通
じ
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
当
事
者
の
不
安
は
何
と
考
え
て

い
る
の
か
。

Ａ
こ
の
間
、
保
健
師
に
対
す
る
話

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ど
う
い
っ

た
形
で
声
を
生
か
し
て
い
く
か
考

え
て
い
き
た
い
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

反
対　
通
所
事
業「
ぴ
ー
す
」を
生

か
し
つ
つ
拡
充
を
行
う
と
い
う
手

段
が
取
れ
な
か
っ
た
の
か
。
人
員

増
で
拡
充
す
る
方
が
良
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

賛
成　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
子
ど
も
を
支

援
す
る
の
は
本
来
の
務
め
で
あ
る
。

広
く
浅
く
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

寄
り
添
っ
た
支
援
を
し
て
ほ
し
い
。

賛
成　
当
事
者
の
親
た
ち
は
も
と

よ
り
、
市
民
と
一
緒
に
子
ど
も
た

ち
に
温
か
い
目
を
向
け
て
、
押
し

付
け
る
こ
と
な
く
、
守
り
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
政
策
を
期
待
す
る
。

賛
成　
当
事
者
の
方
々
と
話
し
合

い
を
持
つ
こ
と
が
大
切
と
感
じ
た
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
を
行
っ
て
、
一
緒
に
子
ど
も

た
ち
を
守
っ
て
い
く
施
策
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成　
何
度
も
お
話
を
伺
っ
て
き

て
、
子
ど
も
の
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
た
。
子
ど
も
の
問
題
に

関
し
て
、
子
ど
も
と
保
護
者
の
意

見
を
し
っ
か
り
取
り
入
れ
、
施
策

展
開
を
お
願
い
す
る
。

市の通所事業を廃止するための、国立市発達支援室条例を廃止する条例案が賛成多数で可決されました
【第12号議案】 国立市発達支援室条例を廃止する条例案 ［可 決］

福祉保険委員会
での附帯決議
は、国立市議会
ホームページか
らご覧いただけ
ます。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

福
祉
施
設
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

Ｑ
想
定
し
て
い
る
検
査
人
数
は
。

Ａ
高
齢
者
施
設
は
68
か
所
960
名
、

そ
の
う
ち
３
分
の
２
を
見
込
み
640

名
分
。
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
施
設
は

100
か
所
１
千
400
名
、
そ
の
う
ち
３

割
を
見
込
み
420
名
分
。

子
育
て
支
援
施
策

Ｑ
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
は
い
つ
頃
の
実
施
か
。

Ａ
５
月
の
定
期
的
な
給
付
に
合
わ

せ
て
実
施
す
る
予
定
。

Ｑ
ひ
と
り
親
世
帯
だ
け
で
は
な
い

こ
と
の
意
味
合
い
は
。

Ａ
景
気
が
低
迷
す
る
中
、
子
育
て

二
人
親
の
世
帯
で
も
仕
事
が
続
け

ら
れ
な
い
な
ど
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
確
認
し
議
会
で
も
提
案
さ
れ
た
。

Ｑ
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

補
助
金
の
内
容
は
。

Ａ
居
場
所
や
学
習
支
援
、
子
ど
も

食
堂
を
含
め
た
食
の
支
援
を
行
っ

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
で
見
合
わ
せ

た
。
再
度
子
ど
も
食
堂
を
通
じ
、

子
ど
も
の
居
場
所
の
確
保
を
地
域

の
協
力
で
行
う
こ
と
に
補
助
す
る
。

Ｑ
ひ
と
り
親
家
庭
等
生
活
・
体
験

応
援
事
業
の
内
容
は
。

Ａ
低
所
得
世
帯
も
含
め
て
考
え
て

い
る
。
令
和
2
年
度
は
1
万
円
の

現
金
給
付
を
行
っ
た
が
、
今
回
は

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
で
給
付
す
る
。

Ｑ
対
象
人
数
は
。

Ａ
１
千
400
名
を
見
込
ん
で
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

Ｑ
運
営
方
法
は
。

Ａ
集
団
接
種
は
民
間
医
療
法
人
と

医
師
会
に
委
託
し
、
３
レ
ー
ン
を

医
師
３
名
、
看
護
師
７
名
、
事
務

員
10
名
で
行
う
。
個
別
接
種
は
市

内
20
か
所
前
後
の
医
療
機
関
に
要

請
す
る
予
定
。

Ｑ
ワ
ク
チ
ン
効
果
の
有
効
期
限
は
。

Ａ
ま
だ
分
か
っ
て
い
な
い
。

Ｑ
接
種
は
個
人
の
判
断
で
行
う
こ

と
と
接
種
し
な
い
こ
と
に
よ
る
不

利
益
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
国

は
付
帯
し
た
が
、
そ
の
取
組
は
。

Ａ
市
報
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
案
内

を
掲
載
し
た
。

Ｑ
移
動
支
援
の
助
成
金
の
内
容
は
。

Ａ
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
登

録
さ
れ
た
市
民
が
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
た
め
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た

場
合
、
１
回
500
円
を
超
え
た
分
に

つ
き
千
円
を
上
限
に
支
援
す
る
。

Ｑ
対
象
者
を
広
げ
る
考
え
は
。

Ａ
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
必

要
な
方
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

Ｑ
ワ
ク
チ
ン
の
運
搬
方
法
は
。

Ａ
薬
品
卸
や
運
送
業
者
な
ど
考
え

て
お
り
、
調
整
し
て
い
る
。

Ｑ
会
場（
総
合
体
育
館
）の
借
上
げ

が
９
月
末
ま
で
だ
が
、
見
込
み
は
。

Ａ
順
調
に
進
め
ば
９
月
末
ま
で
に

市
民
の
７
割
の
接
種
が
終
わ
る
。

事
業
者
支
援
施
策

ＱKuni-Biz

の
設
置
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

Ａ
セ
ン
タ
ー
長
選
定
を
慎
重
と
迅
速

の
両
面
を
考
え
行
う
。
集
団
面
接
を

行
う
こ
と
で
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
。

Ｑ
セ
ン
タ
ー
長
は
地
縁
よ
り
ビ
ジ

ネ
ス
セ
ン
ス
と
あ
る
が
。

Ａ
セ
ン
ス
が
あ
る
方
を
選
び
、
国

立
市
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
。

Ｑ
中
小
企
業
等
経
営
支
援
金
は
ど

の
よ
う
な
事
業
者
が
対
象
か
。

Ａ
小
売
り
、
理
美
容
、
夜
営
業
が

な
い
飲
食
店
な
ど
が
対
象
。

　
　
　
　
反
対　
１
名

　
　
　
　
賛
成　
８
名

新型コロナウイルス感染症対策を含む、令和3年度国立市一般会計補正予算(第1号)案が賛成多数で
可決されました

■ しょうがいしゃ施設及び高齢者施設等PCR検査
　充実事業補助金
■予防接種委託料
■新型コロナウイルス感染症対策基金積立金

■子育て世帯生活支援特別給付金
■子どもの居場所づくり事業補助金
■ ビジネスサポートセンター「Kuni-Biz」のセンター長
　再公募・研修委託料 他

【第33号議案】 令和3年度国立市一般会計補正予算(第1号)案 ［可 決］

討
論

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
自
動
運
行
補
助
施
設
を
問
う
。

Ａ
自
動
運
行
車
の
安
全
運
行
を
、

道
路
イ
ン
フ
ラ
か
ら
位
置
の
補
正

な
ど
に
よ
り
補
助
す
る
施
設
だ
。

Ｑ
設
置
後
の
道
路
補
修
を
問
う
。

Ａ
電
磁
マ
ー
カ
ー
は
小
さ
く
、
大

き
な
補
修
工
事
は
な
い
と
考
え
る
。

Ｑ
甲
州
街
道
の
自
動
運
行
は
。

Ａ
自
動
運
行
は
将
来
可
能
と
な
る
。

Ｑ
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
は
現
段

階
で
該
当
箇
所
は
あ
る
の
か
。

Ａ
現
状
は
な
い
が
、
今
後
旧
国
立

駅
舎
の
両
サ
イ
ド
の
土
地
を
Ｊ
Ｒ

と
道
路
用
地
と
し
て
交
換
と
な
っ

た
場
合
は
該
当
す
る
。

Ｑ
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
の
歩
行

者
滞
留
部
分
の
要
件
等
と
は
。

Ａ
歩
道
有

効
幅
員
は

3.5
m
以
上

必
要
。
歩

行
者
利
便

増
進
道
路

が
実
際
に

で
き
る
か

は
今
後
の

課
題
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　
自
動
運
転
技
術
の
進
歩
、

将
来
の
活
用
段
階
に
対
応
す
る
法

改
正
で
あ
る
。
歩
行
者
利
便
増
進

道
路
の
創
設
は
、
今
後
の
歩
行
者

中
心
の
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
創
出
に
有
効
で
あ
り
賛
成
す
る
。

賛
成　
道
路
形
態
の
応
用
活
用
が

で
き
、
車
社
会
に
お
い
て
も
人
を

大
切
に
考
え
た
も
の
で
あ
る
。
自

動
運
転
シ
ス
テ
ム
に
活
用
さ
れ
る

道
路
の
構
築
は
期
待
で
き
賛
成
。

国立市道における道路構造の技術的基準に関する条例の一部を改正する条例案が全会一致で可決されました
【第19号議案】 国立市道における道路構造の技術的基準に関する条例の一部を改正する条例案 ［可 決］
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会派略称
自＝自由民主党（青木健・石井伸之（議長）・髙柳貴美代・遠藤直弘）風＝社民・ネット・緑と風（藤田貴裕・古濱薫・重松朋宏・関口博）
共＝日本共産党（高原幸雄・住友珠美・柏木洋志）公＝公明党（小口俊明・青木淳子・香西貴弘）新＝新しい議会（藤江竜三・石井めぐみ）
立＝立憲民主党（稗田美菜子） こ＝こぶしの木（上村和子） み＝みらいのくにたち（望月健一） 樹＝樹木の会（石塚陽一） 耕＝耕す未来＠くにたち（小川宏美）

令和3年第1回定例会  　令和3（2021）年2月24日～3月24日　　各会派の議案等への賛否　〇：賛成　×：反対 
議案 
番号 件    名

会派名（人数は議長を除く数） 議決 
結果自 

3
風 
4

共 
3

公 
3

新 
2

立 
1

こ 
1

み 
1

樹 
1

耕 
1

市
長
提
出
議
案

予  

算

第21号 令和2年度国立市一般会計補正予算（第13号）案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第22号 令和2年度国立市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第23号 令和2年度国立市介護保険特別会計補正予算（第3号）案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第24号 令和2年度国立市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第25号 令和2年度国立市下水道事業会計補正予算（第2号）案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第26号 令和3年度国立市一般会計予算案 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 可決

第27号 令和3年度国立市国民健康保険特別会計予算案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第28号 令和3年度国立市介護保険特別会計予算案 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 可決

第29号 令和3年度国立市後期高齢者医療特別会計予算案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

第30号 令和3年度国立市下水道事業会計予算案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

第33号 令和3年度国立市一般会計補正予算（第１号）案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 可決

条  

例

第6号 市長等及び教育長の給与の特例に関する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第7号 国立市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例案 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

第8号 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第9号 公益的法人等への国立市職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第10号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

第11号 国立市立保育園設置条例の一部を改正する条例案 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第12号 国立市発達支援室条例を廃止する条例案 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第13号 国立市介護保険条例の一部を改正する条例案 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 可決

第14号 国立市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第15号 国立市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第16号 国立市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに
係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第17号 国立市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第18号 国立市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第19号 国立市道における道路構造の技術的基準に関する条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第20号 国立市道における移動等円滑化の基準に関する条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
人
事 第32号 国立市副市長選任の同意について 無記名投票(投票総数　20票)

同意:14票  不同意:6票(うち白票5票) 同意

そ
の
他

第3号 市道路線の廃止について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第4号 市道路線の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第5号 国立駅周辺道路等整備事業の委託に関する施行協定(第1期)の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第31号 財産の無償貸付けについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議
員
提
出
議
案

意 

見 

書
・
決 

議

第1号 大深度地下特別措置法の改正及び外環道工事の中止を求める意見書案 陳情が不採択となったことにより議決
不要とされた ー

第2号 福島第一原発事故避難者への支援の強化・継続を求める意見書案 × 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第3号 保育・幼児教育環境の向上のために、公的責任を明確にした「くにたち子どもの夢・未来事業団」と国立市の継続
的な連携・補完を求める決議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第4号 核兵器禁止条約の発効に伴い、世界唯一の戦争被爆国として、締約国会議へのオブザーバー参加とともに、条約
の署名・批准に向けて積極的な取組を求める意見書案 × 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第5号 安全・安心の医療・介護の実現と国民の命と健康を守るための意見書案 × 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第6号 都立病院・公社病院の地方独立行政法人化の中止を求める意見書案 × 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 可決

第7号 都立神経病院の「再編統合」を行わないことを国に意思表示することを求める意見書案 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

陳　
情

第1号 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康をまもるための意見書の提出に関する陳情

陳情事項
1〜4は
採択

× 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇
一部採択陳情事項

5は
不採択

× 〇 〇 × × × 〇 × × 〇

第2号 都立病院・公社病院の「地方独立行政法人」化の中止に関わる意見書提出を求める事に関する陳情 × 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 採択

第3号 東京都として都立神経病院の「再編統合」は行わないと国に意思表示するよう求める意見書の提出に関する陳情 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

第4号 大深度地下特別措置法の改正及び外環道工事の中止を求める陳情 × 〇 〇 × × × 〇 × × 〇 不採択

動　議 国立市新型コロナウイルス感染症対策基金のさらなる活用に関する決議の提出を求める動議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

　各議案の内容や会議録につきましては、市議会ホームページで、閲覧・検索ができます。どうぞご覧ください。 国立市議会 検索

令和3年第1回臨時会  　令和3（2021）年1月27日　　各会派の議案への賛否　〇：賛成　×：反対 
議案 
番号 件    名

会派名（人数は議長を除く数） 議決 
結果自 

3
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4
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3

公 
3

新 
2

立 
1
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1

み 
1

樹 
1

耕 
1

市
長
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予  

算
第1号 専決処分事項の報告及び承認について【令和２年度国立市一般会計補正予算(第11号)】 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

第2号 令和２年度国立市一般会計補正予算（第12号）案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
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トピックス

トピックス
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トピックス
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トピックス

トピックス
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マイナンバーや国標準システムに依存しない行政デジタル化を
社民・ネット・緑と風　4名　反　対

　一般会計予算の反対理由は３つ。
　第１に、コスパの悪いマイナン
バー制度を前提にした行政デジタ
ル化。カード受取予約システムだ
けで1,300万円、証明書コンビニ
交付システム更新で3,000万円も
投じ、人件費削減に繋がっていな
い。国は、市民の個人データを国
や民間で活用しようとしているが、
警戒感が感じられないのは心配だ。
　第２に、信頼できる市政づくり
=市民との情報共有と参画が弱い。
非公開のやり取りや根回しよりも、
積極的な情報発信と、双方向の情

報共有を意識的に追求してほしい。
　第３に、市民に知らせないまま、
将来の大型開発（南武線高架化か
ら芋づる式に駅前再開発、道路建
設、区画整理へ）に、あれもこれ
も手を付けようとしている。
　個別事業については、子どもの
環境への配慮や脱炭素の取組を評
価しつつ、食のまちづくりやコロ
ナ感染症対策、生活支援、市役所
のジェンダー等について要望する。
　他市が値上げする中で保険税を
低く抑えた国民健康保険などの他
会計については、一定、評価した。

開 催 日 ： 令 和 3（ 2 0 2 1 ）年 3 月 8 日 〜 1 1 日 　  委 員 長 ： 青 木  健 　  副 委 員 長 ： 古 濱  薫

予算特別委員会
市報4/20の
一面 予算の詳細は

市報4月20日号を
ご覧ください

まずは市民の声をしっかり聞いて、寄り添う市政へ！

日本共産党　３名　反　対

令和3年度予算案に対する会派代表討論（要旨）

【会派名簿順に掲載 /賛成・反対は一般会計に対して】

※�会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字

数に違いがあります。

▲マスクの着用、感染防止パネルの設置、換気等による感染症対策に努めながら審査しました

コロナ禍でも未来に目を向けた予算、賛成する

自由民主党　３名　賛　成

令和 3（2021）年度の全ての予算案が 可  決  されました

　新型コロナは市民の暮らしと生
業を直撃した。今こそ行政や政治
が力を発揮しなければならない。
生活支援や社会保障に力を入れる
時。社会福祉法人くにたち子ども
の夢・未来事業団に対し、長年培っ
てきた公立保育園の民営化には反
対であるし事業団職員給与が公務
員職員給与より低い設定には、同
一労働同一賃金の観点から疑義が
ある。矢川上土地区画整理の見直
し検討や南武線連続立体交差に関
する施策が予算計上されているが、

　全ての予算案に賛成します。
　選挙の公約に掲げたコロナ禍を
乗り越え、持続可能で個が輝くま
ちを目指すとしており、まちづく
りをとめず挑戦し、市民にコロナ
を乗り越えようと呼びかける予算
だと理解します。今後の感染症対
策として、庁内の非接触化をＩＣ
Ｔ技術とテレワークを活用し、進
めて頂きたいと強く要望します。
また事業者への支援を国、都と連
携し進めると共に、Kuni-Bizを
開設し市独自の支援を急ぎ進める
事を期待します。

コロナ禍の今、医療を立て直し市
民の生活と生業を守る事を最優先
して行うべき。市役所女性管理職
の割合が10.7%と低い割合のため、
今後は具体的数値を示して対応す
るよう要望。新学校給食センター
は直営を手放して民間委託では、
給食というサービスを購入する立
場になり公としての責任が果たせ
ない。全段階に対して介護保険料
値上げとなるが、これが続けば高
齢者の生活への圧迫が懸念される
ため容認できない。

　持続可能なまちづくりに向け、
国立ブランドの向上、次世代の育
成、安心安全の確保を下に事業展
開するとしている事は非常に重要。
普通地方交付税の交付団体になる
事を見込んだ臨時財政対策債もリ
スクは伴いますがコロナ禍の中、
市民の生活を守るためのものだと
理解し市長の判断を支持します。
　富士見台地域まちづくりや南武
線連続立体交差などは、超高齢社
会を迎える中で高齢者福祉と大き
く関わる事業になるので、しっか
りと進めて頂きたいと思います。
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主な質疑項目

コロナ禍を乗り越え持続可能なまちづくり、持続可能な財政運営を
公　明　党　３名　賛　成

国の多様な幼児教育支援策づくりへの積極的参加を大きく評価！
こぶしの木　1名　賛　成

コロナ禍、大胆な財政出動を！
みらいのくにたち　1名　賛　成

安心して産み育てられる子育て支援と魅力あるまちづくりに努める
樹木の会　1名　賛　成

開発VS景観・環境！〜永見市長が舵を切った方向性に疑念
耕す未来＠くにたち　1名　反　対

□市税
□地方譲与税
□利子割交付金
□配当割交付金
□株式等譲渡所得割交付金
□法人事業税交付金
□地方消費税交付金
□自動車取得税交付金
□環境性能割交付金
□地方特例交付金
□地方交付税

□交通安全対策特別交付金
□分担金及び負担金
□使用料及び手数料
□国庫支出金
□都支出金
□財産収入
□寄附金
□繰入金
□繰越金
□諸収入
□市債

□議会費
□総務費
□民生費
□衛生費
□労働費
□農林費
□商工費
□土木費
□消防費
□教育費
□公債費
□諸支出金
□予備費

... . . . . . . . . . . . . . . . .19万2,937円
... . . . . . . . . . . . . . .1,468円

... . . . . . . . . . . . . . .274円
... . . . . . . . . . . .1,456円

.2,426円
... . . . .1,154円

... . . . .1万9,476円
... . . . . . . . . .0円

.. . . . . . . . . .341円
... . . . . . . . .1,994円

... . . . . . . . . . . . . . .2,623円

...118円
... . . . .2,831円
.. . . . . .9,204円

... . . . . . . . .7万1,019円
... . . . . . . . . . .6万8,268円
... . . . . . . . . . . . . . . .1,732円

... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .0円

... . . . . . . . . . . . . .1万4,507円
... . . . . . . . . . . . . . . . . .2,623円
... . . . . . . . . . . . . . . . . .3,947円

... . . . . . . . . . . . . . . . .1万7,847円

... . . . . .3,969円
...3万9,030円
..21万8,829円
...2万6,436円
... . . . . . . . . .49円
... . . . . . . .830円
... . . . .2,428円
...4万5,477円
...1万4,000円
...3万9,873円
...2万2,998円

... . .2,063円
... . . . . . . .262円

衛生費
6.35%
衛生費
6.35%

労働費
0.01%
労働費
0.01%

農林費
0.20%
農林費
0.20%

商工費
0.58%
商工費
0.58%

消防費
3.36%
消防費
3.36%

公債費
5.53%
公債費
5.53%

諸支出金
0.50%
諸支出金
0.50%

議会費
0.95%
議会費
0.95%

民生費
52.57%

総務費
9.38%
総務費
9.38%

土木費
10.93%

教育費
9.58%

予備費
0.06%
予備費
0.06%

※令和3年3月1日現在の人口で計算（小数点以下四捨五入）

※構成比は四捨五入しているため、100%にならないことがあります。

歳入 歳出

人口一人あたりの歳入歳入と歳出歳出令和３年度 一般会計予算案

　令和３年度国立市一般会計予算
並びに全ての特別会計予算に賛成
する。永見市政２期目初となる本
予算は、コロナ禍の影響を受け市
税、地方消費税交付金の減少、普
通地方交付税交付団体となること
を見込んだ厳しい財政状況での予
算編成となった。実質的に負債と
なる臨時財政対策債の借り入れは
市民サービスの維持等の為にやむ
を得ない措置であると理解するが、
将来世代への借金を重ねることの
ないよう早期脱却を強く要望する。

　2021年度から開始される外国人
学校の幼稚園など幼児教育無償化
からはずされている多様な幼児教
育施設利用補助金事業に先陣をきっ
て予算化したこと。また八小の新
三年生保護者からの声を聞いて、

　一般・各特別会計ともに賛成。
コロナ・教育・ICT改革の３つの
充実を望む。コロナ対策は、ワク
チン接種移動支援、ポイント・キャッ
シュレス決済等を活用した商業支
援と単身者を含む困窮者支援の両

　コロナ禍の厳しい財政状況の中
で歳入減が考えられるも、市民生
活の維持のため普通地方交付税の
交付団体になる見込みの中で臨時
財政対策債を発行する等の努力を
重ね市民ニーズに合った施策の展

　人口８万人都市を目指して「南
武線高架化」や「富士見台団地建
替え」等開発を進めることは住民
の暮らしと意思を尊重するのか疑
問。開発は美しいまち並み・景観・
環境保全と対立する場合が多い。

全世代への切れ目ない施策、2025
年問題を見据えた包括的施策、地
域の特性を生かし個性と活力ある
まちづくりを推進するための施策、
中小企業等の支援と、持続可能な
国立市を目指しソーシャルインク
ルージョンの理念の基に作り上げ
られた予算であると評価する。今
後のコロナ対策はワクチン接種が
鍵となる。接種できる体制を順次
整え、接種を希望する市民が安心
して円滑にワクチン接種ができる
ことを期待する。

40人学級に戻る小３で定員が倍ぐ
らいに増える学校に市単独で支援
員を創設配置したことを評価する。
他、女性やしょうがいしゃ、生活
困窮者の地域包括支援も先駆的で
コロナ禍を乗り越えるため有効！

立をすべき。教育は、スクール
ソーシャルワーカーの増員、放課
後補習教室の時間数増加を高く評
価する。ICT改革は、行政手続オ
ンライン化をまず要望する。コロ
ナ禍、財政出動を強く要望する。

開に努める。民生費では障害福祉
サービスや保育所運営委託料の増
に対応すると共に、土木費等では
矢川複合施設建設工事は進めるも
第四小学校非構造耐震工事や第二
小学校改築工事等を先送りの予定。

　PFI新給食センターの総事業費
は聞く度に増えている。約63億円
で現在入札中だが責任をたらい回
しにしていて信頼が置けない。子
どもの心と体を育む学校給食を自
信を持って提供できず残念だ。

新型コロナウイルスを乗り切ろう
新しい議会　2名　賛　成

　予算総額は前年度に比べて0.7
%減の317億3,700万円の予算になっ
ている。
　歳入をみると新型コロナウイル
スの影響などにより市税の減が予
測され、臨時財政対策債の発行も
使う形となっている。こうした非常
事態に市民生活を守る政策を打っ
ていくため、臨時財政対策債を使
うことは必要なことである。
　GIGAスクール構想で一人一台

端末を本格導入していくこと、病
児・病後児保育事業の拡充、北秋
田やルッカとの交流事業、ビジネ
スサポートセンター運営事業など
に期待をしている。
　予算案は、新たなことを控えめ
にしつつも、将来への投資2025年
問題への準備、新型コロナウイル
スの対応などが盛り込まれている。
この予算案が通ることが国立市の
将来のためになると考え賛成する。

誰一人取り残すことなく今もこれからも必要な支援が届く予算に！
立憲民主党　1名　賛　成

　自宅待機者等生活支援事業では
支援が漏れてしまうところまで独
自で支援を行っていること、清瀬
市と広域連携の中で引きこもり女
性のための支援を積極的に行って
いることは高く評価。就学相談に

注力できる環境の整備のため発達
検査委託料は必要だが、結果の分
析と相談の環境整備は丁寧に寄り
添い型にすること、各機関の連携
は密にしていただくことを強く要
望して賛成。
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　一般質問とは、議員個人が市
政全般について行政当局（市長
や教育委員会など）に質問する
ことです。一般質問発言順に、
各議員本人が要旨をまとめたも
のを掲載しています。

※�これまでの会議録は、国立市
議会ホームページで、閲覧・
検索ができます。動画もご覧
になれます。

市
民
の
利
便
性
向
上
の
観
点
か
ら

行
政
手
続
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
よ

み
ら
い
の
く
に
た
ち

望
月�
健
一��

議
員

Q
市
役
所
・
体
育
館
な
ど
使
用
料
手
数
料
の

電
子
決
済
に
関
す
る
考
え
は
。

A
電
子
申
請
可
能
な
手
続
を
増
や
し
て
い
く

に
あ
た
り
、
並
行
し
て
検
討
す
る
。

Q
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
、
地
域
経
済
活
性

化
に
活
か
せ
な
い
か
。

A
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
も
念
頭
に
お
い
て

検
討
し
た
い
。

Q
各
種
手
当
の
受
給
・
健
康
診
断
な
ど
の
お

知
ら
せ
に
つ
い
て
、
市
の
住
民
情
報
を
活
用

し
て
各
制
度
の
対
象
者
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
方
に
対
し
て
、
個
別
に
お
知
ら
せ
す
る
プ
ッ

シ
ュ
型
通
知
サ
ー
ビ
ス
導
入
の
可
能
性
は
。

A
し
っ
か
り
研
究
し
た
い
。

Q
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
窓
口
の
検
討
状
況
は
。

A
業
務
集
約
化
・
費
用
対
効
果
・
市
民
の
利

便
性
向
上
の
３
点
を
踏
ま
え
、
検
討
す
る
。

Q
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
け
る
移
動
支
援
は
。

A
検
討
す
る
。

Q
ポ
イ
ン
ト
制
度
な
ど
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

活
用
し
た
健
康
づ
く
り
の
検
討
は
。

A
検
討
す
る
。

他
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
活
用
し
た
健
康
づ

く
り
に
お
い
て
、
企
業
と
の
連
携
を
質
問
。

今
後
の
東
京
都
の
Ｉ
Ｔ
化
に
備
え

情
報
弱
者
を
作
ら
な
い
取
組
み
を

新
し
い
議
会

石
井�

め
ぐ
み��

議
員

Q
東
京
都
は
、
今
後
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
ネ
ッ

ト
に
繋
げ
る
取
組
み
を
目
指
す
と
表
明
し
て

い
る
。
高
齢
者
が
情
報
弱
者
に
な
ら
な
い
よ

う
、
Ｉ
Ｔ
講
習
な
ど
積
極
的
に
行
う
べ
き
だ

と
思
う
が
、
ど
う
か
。

A
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
活
用
を
含
め
、
こ
れ
か
ら

の
繋
が
り
に
Ｉ
Ｔ
は
欠
か
せ
な
い
。
ス
マ
ホ

の
利
用
率
も
増
え
て
い
る
の
で
、
ハ
ー
ド
面

と
ソ
フ
ト
面
の
両
方
で
検
討
し
た
い
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
全
国
的
に
不
登
校
が
増
え
て

い
る
。
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
の
受

け
皿
に
な
る
場
所
が
、
市
内
に
も
っ
と
必
要

だ
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

A
矢
川
プ
ラ
ス
が
で
き
れ
ば
受
け
皿
の
一
つ

に
な
る
が
、
現
状
は
児
童
館
に
ネ
ッ
ト
環
境

な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
不

登
校
の
当
事
者
だ
っ
た
方
々
が
運
営
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
も
話
し
合
い
を
は
じ
め
て
い
る
。

学
校
復
帰
だ
け
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
先

ず
は
苦
し
い
思
い
を
吐
き
出
せ
る
よ
う
な
場

を
用
意
す
る
こ
と
が
行
政
の
役
目
と
考
え
る
。

他
、
聴
覚
に
し
ょ
う
が
い
が
あ
っ
て
も
楽
し

め
る「
く
に
た
ち
ら
し
い
音
楽
の
ま
ち
と
は

何
か
」な
ど
に
つ
い
て
質
問
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

負
け
な
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
は

樹
木
の
会

石
塚�

陽
一��

議
員

Q
永
見
市
長
の
市
民
に
対
す
る
主
要
施
策
は
。

A
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
最
優
先
に

し
、
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
子
育
て
支

援
と
教
育
環
境
の
充
実
、
防
災
、
商
工
業
支

援
や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
諸
懸
案
事
項
に
つ
い
て
。

A
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
、
副
反
応
に
注
視
し
、

早
期
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
接
種
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
医
療
機
関
の
協
力
の
下
で
実
施
。

Q
市
民
の
健
康
と
生
活
向
上
に
つ
い
て
。

A
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
医
療
機
関
で
の
受
診

や
健
診
を
控
え
な
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

Q
高
齢
者
や
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
に
対
す
る
生

活
支
援
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

A
ご
本
人
の
状
態
の
変
化
を
キ
ャ
ッ
チ
し
速

や
か
な
手
当
が
で
き
る
様
に
見
守
り
を
す
る
。

Q
個
人
向
け
の
支
援
制
度
と
そ
の
補
完
策
は
。

A
生
活
困
窮
者
の
動
向
を
注
視
し
、
他
市
の

支
援
策
な
ど
も
研
究
し
て
対
応
し
て
い
く
。

Q
児
童
生
徒
の
不
登
校
の
現
状
に
つ
い
て
。

A
不
登
校
児
が
登
校
す
る
状
況
も
あ
る
。

Q
子
ど
も
の
食
応
援
事
業
に
つ
い
て
。

A
子
ど
も
食
堂
の
主
催
者
に
も
支
援
を
実
施
。

異
例
事
態
が
起
き
て
い
ま
せ
ん
か

行
政
の
中
立
は
保
た
れ
て
ま
す
か

耕
す
未
来
＠
く
に
た
ち

小
川�

宏
美��

議
員

Q
62
億
円
の
給
食
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
入
札
が
、

２
日
目
に
突
然
中
止
さ
れ
１
カ
月
延
期
に
な
っ

た
。
事
務
的
ミ
ス
で
の
延
期
は
過
去
も
あ
っ
た

が
、
今
回
の
よ
う
な
例
は
あ
っ
た
か
。

A
今
回
が
初
め
て
。
今
ま
で
は
な
か
っ
た
。

Q
入
札
初
日
に
応
札
が
無
く
て
、
慌
て
て
延

期
し
、
入
札
不
調
を
避
け
た
の
な
ら
問
題
だ
。

あ
ら
ぬ
疑
い
が
起
こ
ら
な
い
た
め
に
、
延
期

は
入
札
期
間
前
に
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

A
庁
内
で
内
部
調
整
を
行
い
、
市
長
決
裁
ま

で
取
っ
て
対
応
し
、
判
断
し
、
公
表
し
た
。

Q
分
譲
・
富
士
見
台
団
地
の
建
替
え
決
議
前

に
お
け
る
国
立
市
の
ス
タ
ン
ス
は
、
住
民
合

意
形
成
に
力
を
発
揮
し
中
立
で
あ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
誤
解
は
な
い
か
。

A
建
替
え
を
す
る
、
し
な
い
の
判
断
は
し
て

い
な
い
。
審
議
会
で
も
第
三
者
的
な
立
場
だ
。

Q
開
発
に
関
わ
る
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
で
利

益
相
反
の
委
員
が
出
た
。
公
平
性
・
中
立
性

を
担
保
す
る
意
味
か
ら
条
例
改
正
を
す
る
等
、

運
用
規
定
を
明
確
に
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

A
何
ら
か
の
改
正
で
整
理
し
て
い
き
た
い
。

他
、
冬
に
干
上
が
る
矢
川
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
に
お
け
る
湧
水
保
全
策
を
質
問
。

気
候
危
機
…
こ
れ
か
ら
の
１0
年
が

地
球
の
未
来
を
決
め
る

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風

重
松�

朋
宏��

議
員

Q
市
長
が
表
明
し
た「
２
０
５
０
年
脱
炭
素
」

に
向
け
た
、
具
体
的
な
気
候
変
動
施
策
は
。

A「
緩
和
策
」と
し
て
は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
、

省
エ
ネ
、
低
炭
素
社
会
、
ご
み
減
量
、
水
や

緑
の
保
全
、
環
境
に
優
し
い
交
通
、
環
境
学

習
を
進
め
た
い
。｢

適
応
策｣

と
し
て
は
熱
中

症
対
策
、
豪
雨
災
害
対
策
、
農
家
支
援
、
感

染
症
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

Q
公
立
保
育
園
の
子
ど
も
事
業
団
へ
の
委
託

化
で
増
え
る
国
・
都
補
助
金
は
何
に
使
う
か
。

A
新
た
な
歳
入
８
千
400
万
円
の
う
ち
４
千
万

円
が
本
部
運
営
費
に
充
て
ら
れ
る
。
新
た
に

得
ら
れ
る
財
的
・
人
的
資
源
は
、
他
の
保

育
・
子
育
て
支
援
策
に
再
分
配
す
る
。

Q
富
士
見
台
団
地
分
譲
棟
の
建
替
え
計
画
で

ま
ち
づ
く
り
審
議
会
を
経
て
高
さ
基
準
が
緩

和（
６
階
→
８
階
）さ
れ
る
よ
う
な
宣
伝
が
さ

れ
て
い
る
が
、
緩
和
は
市
長
の
権
限
で
は
。

A
事
務
局
と
し
て
整
理
し
た
上
で
、
審
議
会

の
意
見
を
聞
い
て
市
長
が
最
終
判
断
す
る
。

他
、
未
来
事
業
団
の
正
規
・
非
正
規
の
待
遇
、

新
規
物
件
の
固
定
資
産
税
・
償
却
資
産
が
適

正
に
課
税
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
ち
づ
く
り
条

例
の
高
さ
基
準
に
つ
い
て
等
、
質
問
。

平
時
・
災
害
時
の
コ
ロ
ナ
対
応

市
民
負
担
等
に
つ
い
て
質
問

日
本
共
産
党

柏
木�

洋
志��

議
員

Q
国
か
ら
国
保
加
入
の
未
就
学
児
へ
減
額
措

置
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
実
施
す
る
か
。

A
令
和
４
年
度
施
行
に
向
け
国
会
で
審
議
中
。

減
額
内
容
は
未
就
学
児
の
均
等
割
に
つ
い
て

一
律
５
割
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

Q
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
と
し
て
税
軽
減

を
要
望
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
東
京
都
課
長
会
に
お
い
て
18
歳
未
満
ま
で

の
拡
充
を
要
望
し
て
い
る
。

Q
後
期
高
齢
者
保
険
窓
口
負
担
２
割
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
受
診
抑
制
の
問
題
を
起

こ
さ
な
い
為
に
、
市
と
し
て
ど
う
考
え
る
か
。

A
市
と
し
て
も
負
担
を
望
ん
で
い
な
い
。
し

か
し
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
り
は
じ

め
、
制
度
継
続
困
難
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
役
世
代
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
必
要
。

Q
窓
口
負
担
で
な
く
、
国
や
都
に
責
任
を
果

た
す
よ
う
意
見
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

A
毎
年
要
望
と
し
て
出
し
て
い
る
。

Q
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
。
戸
別
受
信
機
貸
与
を
全
市
的
事

業
に
す
べ
き
で
は
。

A
一
番
先
に
逃
げ
な
い
と
危
険
な
方
を
想
定

し
た
。

改
正
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
い

た
学
校
施
設
の
整
備
の
推
進
を
！

公
明
党

香
西�

貴
弘��

議
員

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
一
定
の

会
場
で
の
集
団
接
種
と
共
に
、
身
近
な
医
療

機
関
で
も
接
種
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

A
持
病
や
困
難
を
抱
え
る
方
々
に
は
、
か
か

り
つ
け
医
に
よ
る
個
別
又
は
訪
問
で
対
応
が

で
き
る
よ
う
医
師
会
に
協
力
を
要
請
す
る
。

Q
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
陽
性
者
と
そ
の
濃
厚
接
触
者

を
対
象
に
、
自
宅
待
機
期
間
中
に
必
要
な
支

援
物
品
の
一
つ
と
し
て
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

タ
ー
の
導
入
を
、
以
前
要
望
し
た
結
果
は
。

A
対
象
者
に
貸
出
し
可
能
な
状
況
を
整
え
た
。

Q
以
前
よ
り
求
め
て
き
た
双
方
向
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
が
可
能
な
環
境
整
備
、
今
後

の
感
染
症
拡
大
へ
の
備
え
と
し
て
、
よ
り
一

層
そ
の
必
要
性
が
増
し
て
い
る
が
。

A
令
和
３
年
度
に
は
端
末
の
持
ち
帰
り
や
家

庭
で
の
環
境
整
備
に
必
要
な
方
策
を
講
じ
つ

つ
実
施
で
き
る
体
制
を
早
く
整
え
た
い
。

Q
改
正
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
施
行
に
よ
り
学
校

施
設
も
新
た
に
義
務
付
け
対
象
と
な
る
が
。

A
新
築
・
改
築
時
は
反
映
さ
せ
て
い
く
が
、

既
存
先
は
具
体
的
な
整
備
方
針
が
決
ま
っ
て

い
な
い
た
め
、
優
先
順
位
を
つ
け
実
現
可
能

な
こ
と
か
ら
検
討
を
進
め
る
。

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
！

ケ
ア
に
手
厚
い
支
援
強
化
を
！

日
本
共
産
党

住
友�

珠
美��

議
員

Q
第
８
期
保
険
事
業
計
画
期
間
に
お
け
る
介

護
保
険
料
は
標
準
６
千
1８5
円
で
月
額
160
円
の

増
額
に
な
る
。
生
活
が
苦
し
い
世
帯
の
た
め

据
え
置
き
を
要
望
す
る
が
、
パ
ブ
コ
メ
な
ど

市
民
の
意
見
を
聞
い
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

A
地
域
包
括
ケ
ア
計
画
案
に
つ
い
て
は
、
３

月
中
に
パ
ブ
コ
メ
を
実
施
す
る
予
定
。

Q
令
和
３
年
度
の
介
護
保
険
改
定
で
国
は
人

事
基
準
・
運
営
基
準
の
緩
和
を
挙
げ
て
い
る

が
、
人
材
不
足
の
中
、
介
護
の
質
の
低
下
に

繋
が
る
内
容
な
為
や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
介
護
保
険
制
度
は
全
国
一
律
の
為
、
国
立

市
だ
け
が
行
わ
な
い
こ
と
は
難
し
い
。

Q
議
会
で
要
望
し
て
き
た
、
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
制
度
の
所
得
制
限
撤
廃
を
中
学
３
年

生
ま
で
拡
充
に
向
け
た
取
組
を
聞
く
。

A
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
挙
げ
て
い
る
た

め
、
任
期
中
の
実
施
に
向
け
て
取
り
組
む
。

Q
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
観
点
か
ら
、
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
か
っ
て
市
全
体

で
脱
プ
ラ
生
活
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
市
で
は
、
分
け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ
ば
ご

み
の
考
え
方
に
立
っ
て
、
啓
発
活
動
や
エ
コ

シ
ョ
ッ
プ
認
定
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。



令和3（2021）年5月５日発行 No.2567

全
て
の
子
ど
も
を

支
え
る
仕
組
み
を
！

立
憲
民
主
党

稗
田�
美
菜
子��

議
員

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
通
常
の
学
校
生
活
で
は
な
か
っ

た
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

A
家
庭
環
境
の
課
題
が
大
き
か
っ
た
子
ど
も

に
は
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど

の
専
門
員
が
家
庭
へ
の
支
援
を
行
い
、
学
習

に
課
題
が
大
き
か
っ
た
子
ど
も
は
放
課
後
学

習
支
援
教
室
で
の
学
習
を
進
め
る
中
で
教
員

も
関
わ
っ
て
フ
ォ
ロ
ー
し
た
。

Q
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
設
置
や
公
園
の

進
捗
状
況
は
。

A
遊
具
の
設
置
は
今
後
の
遊
具
入
れ
替
え
の

時
に
切
り
替
え
、
公
園
は
幅
広
い
意
見
を
聞

き
な
が
ら
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

Q
教
育
相
談
の
土
日
の
開
設
や
働
く
親
の
教

育
を
含
め
た
子
育
て
支
援
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

A
相
談
事
業
等
の
今
あ
る
制
度
を
有
効
活
用
す

る
た
め
の
方
策
を
工
夫
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q
教
育
委
員
会
と
児
童
福
祉
と
の
連
携
を
市

長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

A【
市
長
】福
祉
部
か
ら
独
立
さ
せ
た
子
ど
も

家
庭
部
だ
が
、
扱
う
業
務
が
膨
大
に
な
っ
て

い
る
の
は
事
実
。
幼
保
小
連
携
モ
デ
ル
等
取

り
組
み
な
が
ら
良
い
形
を
模
索
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
対
策
・
富
士
見
台
の
公
共

施
設
の
再
編
は
何
を
考
え
て
い
る

日
本
共
産
党

高
原�

幸
雄��

議
員

Q
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
あ
る
中
、
市
内
事
業

者
へ
の「
自
粛
と
保
障
」を
一
体
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

A
市
内
中
小
事
業
者
へ
の
支
援
で
は
、
市
独

自
の
支
援
策
を
検
討
す
る
。
特
に
小
売
店
に

対
す
る
支
援
も
必
要
と
考
え
る
。
こ
の
間
、

市
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
継

続
的
な
支
援
、
財
政
的
な
支
援
の
声
が
あ
り

検
討
す
る
。

Q
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
体
制
と
高
齢
者
の
移
動

手
段
の
支
援
ど
う
考
え
る
。

A
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
集
団
接
種
と
医
師
会

の
協
力
で
20
か
所
程
度
の
個
別
接
種
・
か
か

り
つ
け
医
で
の
接
種
を
行
う
。
高
齢
者
移
動

手
段
の
支
援
は
必
要
な
支
援
を
検
討
す
る
。

Q
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
南
部
の
狭
隘
道

路
解
消
で
令
和
3
年
度
の
取
組
と
富
士
見
台

の
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
公
共
施
設
再
編
は
何

を
対
象
に
考
え
て
い
る
か
。

A
狭
隘
道
路
解
消
は
、
優
先
路
線
か
ら
進
め

る
。
富
士
見
台
の
公
共
施
設
の
再
編
は
、
5

小
・
市
役
所
庁
舎
・
体
育
館
・
な
か
よ
し
保

育
園
・
中
央
図
書
館
な
ど
検
討
す
る
。

そ
の
他
、
保
育
園
待
機
児
対
策
を
質
問
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
希
望
者
全
員
が
安

心
し
て
接
種
で
き
る
環
境
整
備
を

公
明
党

青
木�

淳
子��

議
員

Q
個
別
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
課
題
と
検
討
状
況

を
問
う
。

A
接
種
後
の
待
機
場
所
の
確
保
が
難
し
い
と

の
ご
意
見
が
あ
る
。
現
在
20
件
程
度
の
医
療

機
関
で
ご
協
力
い
た
だ
け
る
予
定
だ
が
、
増

加
を
図
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

Q
在
宅
接
種
の
検
討
状
況
を
問
う
。

A
在
宅
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
先
生
方
を
中
心

に
、
要
介
護
者
の
在
宅
接
種
は
可
能
と
の
回

答
を
い
た
だ
い
た
。

Q
基
礎
疾
患
の
方
の
接
種
実
施
の
流
れ
は
。

A
高
齢
者
接
種
の
後
、
対
象
の
方
は
年
齢
に

関
係
な
く
予
診
票
に
自
己
申
告
で
記
入
し
、

接
種
日
に
問
診
で
判
断
し
接
種
と
な
る
。

Q
市
外
の
か
か
り
つ
け
医
も
接
種
は
可
能
か
。

A
個
別
接
種
を
し
て
い
る
医
療
機
関
で
あ
れ

ば
市
外
で
も
接
種
は
可
能
。

Q
高
齢
者
施
設
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
問
う
。

A
他
の
予
防
接
種
と
同
じ
方
法
で
実
施
。
施

設
従
事
者
も
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
接
種
可
能

だ
が
他
市
在
住
者
は
事
前
に
届
け
出
が
必
要
。

他
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
強
化
、
単
身
高

齢
者
の
支
援
、
国
立
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
、
Ｊ

Ｒ
３
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
を
質
問
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
政
運
営
に

つ
い
て

自
由
民
主
党

青
木�

健��

議
員

Q
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
更
な
る
商
工
支
援
策

は
何
か
。

A
こ
れ
ま
で
市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
、
中

小
企
業
支
援
金
で
、
経
営
支
援
、
家
賃
支
援

や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
へ
の
補
助
等
の
36
事

業
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
感
染
防
止
徹

底
宣
言
を
し
て
い
る
事
業
者
に
消
毒
液
無
償

配
布
の
継
続
や
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
の
コ
ロ

ナ
禍
で
は
、
活
用
で
き
な
い
補
助
制
度
を
カ

バ
ー
す
る
た
め
、
創
意
工
夫
し
自
由
度
の
高

い
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Q
総
合
評
価
制
度
に
お
け
る
Ｊ
Ｖ
加
点
は
。

A
市
内
事
業
者
の
保
護
・
育
成
と
い
う
観
点

か
ら
、
ご
提
案
頂
い
て
い
る
Ｊ
Ｖ
加
点
に
つ

い
て
も
検
討
し
、
大
規
模
工
事
に
お
け
る
地

域
事
業
者
の
受
注
機
会
に
配
慮
し
た
い
。

Q
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
練
馬
方
式
を

検
討
す
る
自
治
体
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、

当
市
で
は
ど
う
す
る
の
か
。

A
当
市
に
お
い
て
は
、
20
か
所
程
度
の
サ
テ

ラ
イ
ト
施
設
を
医
療
機
関
と
検
討
す
る
た
め

の
意
向
調
査
を
実
施
し
た
が
ま
だ
確
定
は
し

て
お
ら
ず
、
今
後
も
個
別
接
種
が
可
能
な
医

療
機
関
を
増
や
す
取
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
と

南
部
地
域
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

自
由
民
主
党

遠
藤�

直
弘��

議
員

Q
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
内
事
業
者
へ
の
影

響
と
今
後
の
支
援
策
は
。

A
コ
ロ
ナ
倒
産
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
事

業
者
向
け
の
各
給
付
金
の
効
果
だ
と
さ
れ
て

い
る
。
支
援
は
給
付
の
対
象
か
ら
漏
れ
る
所

へ
行
う
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
の
ポ
イ

ン
ト
還
元
な
ど
都
の
補
助
で
検
討
す
る
。

Q
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
正
確
な
周
知
広

報
を
行
う
こ
と
は
接
種
を
促
す
の
に
重
要
だ
。

A
予
防
接
種
は
発
病
予
防
と
重
症
化
予
防
が

期
待
で
き
、
感
染
拡
大
を
予
防
す
る
。
95
％

の
予
防
効
果
が
あ
る
。
市
報
で
の
広
報
と
共

に 

2
月
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
。

Q
接
種
会
場
に
な
る
総
合
体
育
館
の
期
間
中

の
代
替
え
施
設
の
確
保
は
行
う
の
か
。

A
４
月
か
ら
7
か
月
間
体
育
施
設
と
し
て
使

用
で
き
な
い
こ
と
の
影
響
が
出
る
こ
と
を
考

え
、
市
内
の
私
立
学
校
と
交
渉
し
て
い
る
。

Q
市
長
に
今
後
4
年
間
の
南
部
地
域
ま
ち
づ

く
り
を
問
う
。

A
生
活
基
盤
整
備
の
遅
れ
は
大
き
な
課
題
で

市
民
か
ら
も
多
く
の
課
題
を
提
示
さ
れ
た
。

健
康
・
医
療
・
福
祉
の
観
点
も
含
め
て
南
武

線
の
連
続
立
体
交
差
事
業
は
進
め
て
い
く
。

子
ど
も
を
中
心
に
、
未
来
を
見
据

え
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
べ
き
！

自
由
民
主
党

髙
柳�

貴
美
代��

議
員

Q「
養
育
費
確
保
支
援
事
業
」は
ひ
と
り
親
世

帯
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
支
援
で
あ

る
が
、
自
治
体
に
よ
る
養
育
費
確
保
支
援
は

不
払
い
対
策
よ
り
取
決
め
率
を
上
げ
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
う
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
子

ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
重
視
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で「
離
婚
時
親
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
」の
実
施
を
要
望
す
る
が
、
い
か
が
か
。

A
や
む
を
得
ず
離
婚
を
選
択
す
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
養
育
費
や
面
会
交
流
を
取
り
決
め
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
親
の
離
婚
に
よ
っ
て
誰

よ
り
も
悩
み
苦
し
む
で
あ
ろ
う
お
子
さ
ん
の

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。
提
案
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
立
川
消
防
署
と
連
携
し

迅
速
な
救
命
措
置
に
役
立
つ
、
救
急
医
療
情

報
キ
ッ
ト
の
作
成
法
を
動
画
等
で
紹
介
し
市

民
に
向
け
て
様
々
な
形
で
広
報
で
き
な
い
か
。

A
市
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
作
成
法
を
動
画

等
で
紹
介
し
立
川
消
防
署
と
連
携
し
、
様
々

な
方
法
で
市
民
に
、
広
報
し
て
い
く
。

他
、
産
後
ケ
ア
、
敬
老
大
会
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
象
者
へ
の
周
知
に
つ
い
て
質
問
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
民
へ
の
情
報

提
供
は
、
迅
速
か
つ
的
確
に

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風

関
口�

博��

議
員

Q
移
動
困
難
な
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

巡
回
医
師
が
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A
何
ら
か
の
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。
現
在
、
調
整
中
で
あ
る
。

Q
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
先
に
行
っ

た
人
は
、
１
か
月
以
上
あ
け
て
か
ら
、
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
す
る
こ
と
を
市
民
に
充
分

周
知
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

A
基
本
的
に
は
、
自
己
申
告
。
今
の
と
こ
ろ

予
診
時
に
、
確
か
め
る
し
か
方
法
が
な
い
。

Q
国
が
作
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録
シ
ス
テ
ム

に
は
、
個
人
情
報
と
一
緒
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
個

人
情
報
と
関
連
付
け
る
の
な
ら
、
個
人
情
報

保
護
審
議
会
に
諮
問
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
個
人
情
報
保
護
審
議
会
に
諮
問
す
る
。

Q
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
は
、
緊
急
事
態

宣
言
発
出
前
に
自
治
体
が
出
す
。
こ
の
措
置

は
、
市
町
村
が
市
民
、
企
業
の
私
権
を
制
限

す
る
こ
と
に
な
る
。
商
工
会
等
と
話
を
事
前

に
す
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

A
商
工
会
と
話
し
た
こ
と
は
な
い
。

他
、
富
士
見
台
団
地
建
設
に
つ
い
て
、
ま
ち

づ
く
り
条
例
に
照
ら
し
て
、
質
問
。

学
校
給
食
の
試
食
会
を
市
民
に
も

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
把
握
を
早
急
に
社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風

古
濱�

薫��

議
員

Q
給
食
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
未
就
学

児
と
保
護
者
を
は
じ
め
多
く
の
市
民
に
学
校

給
食
試
食
会
の
利
用
を
広
め
ら
れ
な
い
か
。

A
学
校
給
食
試
食
会
は
食
育
の
一
助
に
も
な

る
た
め
、
市
報
や
く
に
た
ち
の
教
育
へ
掲
載

し
た
り
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
保
護
者
に
チ

ラ
シ
配
布
等
行
い
、
周
知
に
努
め
る
。

Q
１
年
前
に
質
問
し
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

把
握
と
支
援
に
つ
い
て
、
進
捗
を
再
度
問
う
。

A
教
員
の
校
内
研
修
や
、
福
祉
事
業
者
の
連

絡
会
等
を
通
し
て
把
握
・
支
援
を
し
て
い
く
。

Q
３
・
３
・
15
号
線
の
建
設
に
関
し
て
市
民

の
声
を
ど
う
反
映
さ
せ
て
い
く
つ
も
り
か
。

A
説
明
会
で
地
域
の
方
々
の
声
を
聞
い
た
り
、

矢
川
上
地
区
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
で
の
素
案

づ
く
り
を
通
し
て
意
見
交
換
し
て
い
く
。

Q
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
行
な
っ
て
い
る
中
学
校
標
準
服

の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
支
援
で
き
な
い
か
。

A
実
態
を
把
握
し
広
報
・
支
援
を
行
う
。

Q
不
登
校
児
童
生
徒
が
通
う
教
育
支
援
室
に

も
給
食
を
提
供
す
る
検
討
の
進
捗
は
。

A
小
中
の
教
育
支
援
室
が
同
じ
場
所
に
な
っ

た
折
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
的
に
実
施
が
で
き
な

い
か
少
し
で
も
前
進
す
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

自
殺
予
防
の
対
策
を
、

市
は
も
っ
と
行
う
べ
き
だ

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風

藤
田�

貴
裕��

議
員

Q
市
の
自
殺
予
防
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

A
市
民
と
接
す
る
職
員
や
教
職
員
向
け
に
研

修
を
行
っ
た
。
気
づ
く
、
傾
聴
す
る
、
つ
な

ぐ
、
支
え
る
、
こ
れ
ら
は
だ
れ
も
が
取
り
組

め
る
こ
と
な
の
で
市
民
向
け
に
も
実
施
し
た
。

Q
自
殺
予
防
の
啓
発
は
？

A
各
種
保
健
事
業
の
折
り
に
ス
ト
レ
ス
の
対

処
法
や
、
休
養
の
大
切
さ
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
伝
え
た
。
学
校
で
は
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に

つ
い
て
教
え
た
。

Q
市
独
自
の
相
談
電
話
は
設
置
し
な
い
の
か
。

A
今
後
、
自
殺
予
防
で
市
が
ど
の
よ
う
な
計

画
を
立
て
、
ど
の
よ
う
に
施
策
を
進
め
て
い

く
か
計
画
立
案
す
る
の
で
、
そ
こ
で
検
討
し

た
い
。

Q
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
聴
い
て
、

命
を
守
る
施
策
を
行
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

A「
子
ど
も
基
本
条
例
」策
定
に
向
け
た
取
り

組
み
や
、
他
の
手
段
を
通
じ
て
子
ど
も
と
意

見
交
換
し
た
い
。

Q
65
歳
未
満
の
方
に
も
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

を
貸
し
出
せ
な
い
か
。

A
民
間
も
行
っ
て
い
る
の
で
情
報
提
供
し
た
い
。



令和3（2021）年5月５日発行 No.256 8

編 集 後 記

家
で
や
ろ
う
！

新
し
い
議
会

藤
江�

竜
三��

議
員

Q
子
ど
も
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
の
解
消

の
た
め
に
は
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
Ｐ
Ｃ
端

末
に
触
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
が
、

学
校
の
一
人
一
台
端
末
を
持
ち
帰
ら
れ
る
よ

う
に
で
き
な
い
か
。

A
破
損
対
策
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
し
て

７
月
上
旬
を
目
指
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

Q
各
種
審
議
会
で
ウ
ェ
ブ
会
議
の
活
用
は
で

き
て
い
る
か
。

A
多
く
の
部
署
で
活
用
し
て
い
る
。
運
用
ル

ー
ル
を
固
め
、
コ
ロ
ナ
後
も
活
用
で
き
る
よ

う
検
討
を
し
た
い
。

Q
見
積
書
、
契
約
書
、
請
求
書
、
納
品
書
、

領
収
書
な
ど
も
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
で
き
な
い
か
。

A
課
題
の
整
理
を
し
て
、
全
庁
的
に
対
応
可

能
な
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

Q
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
準
備
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

A
４
月
26
日
の
週
に
国
立
市
に
ワ
ク
チ
ン
が

来
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
５
月
以
降
は
ワ

ク
チ
ン
供
給
量
が
不
透
明
と
な
っ
て
い
る
。

他
、
富
士
見
台
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
、
テ
レ

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
を
質
問
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
を
万
全
に

公
明
党

小
口�
俊
明��

議
員

Q
コ
ロ
ナ
禍
対
応
と
し
て
市
役
所
の
手
続
き

を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
き
な
い
か
。

A
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
考
え
進
め
て
い
く
。

Q
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
格
差
へ
の
対
応
は
。

A
可
能
な
限
り
国
や
都
の
補
助
金
を
活
用
し

対
応
し
て
い
き
た
い
。

Q
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
会
場
で
の
人
員
体
制

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

A
国
立
市
医
師
会
と
医
療
法
人
社
団
に
委
託

を
考
え
て
い
る
。

Q
接
種
会
場
へ
の
移
動
困
難
者
の
対
応
は
。

A
タ
ク
シ
ー
等
を
利
用
の
場
合
、
500
円
を
超

え
る
部
分
の
補
助
を
検
討
し
て
い
る
。

Q
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
入
手
で
き
る
場

所
は
ど
こ
か
。

A
公
民
館
、
図
書
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
プ
ラ
ザ
。

Q
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
中
で
浸
水
域
に

避
難
所
を
設
定
し
て
い
る
理
由
は
。

A
垂
直
避
難
を
想
定
し
て
い
る
。

Q
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
取
組
は
。

A
市
役
所
の
電
力
調
達
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
100
％
。
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
で
使
用
電

力
量
60
％
以
上
を
削
減
。

大
量
の
給
食
残
渣
や
落
ち
葉
の
堆

肥
化
を
可
視
化
し
地
域
内
循
環
を

こ
ぶ
し
の
木

上
村�

和
子��

議
員

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
政
策
提
言
を
質
問
。

Q
永
見
市
政
の「
子
ど
も
は
み
ん
な
同
じ
」を

実
現
す
る
多
様
な
学
び
を
保
障
す
る
仕
組
み

づ
く
り
を
評
価
、
更
な
る
発
展
に
つ
い
て
。

A
子
ど
も
の
権
利
条
約
・
児
童
福
祉
法
・
国

立
市
人
権
・
平
和
・
多
様
性
条
例
に
基
づ
き
、

全
て
の
子
ど
も
の
教
育
を
受
け
る
権
利
や
自

分
の
民
族
や
そ
の
ル
ー
ツ
を
学
ぶ
こ
と
を
具

体
的
に
保
障
支
援
し
て
い
き
た
い
。

Q
年
間
多
量
に
出
る
給
食
残
渣
や
落
ち
葉
の

堆
肥
化
を
可
視
化
し
、
地
域
内
循
環
を
！

A
給
食
残
渣
は
年
間
７
万
５
千
942
㎏
、
堆
肥

化
は
業
者
委
託
、
堆
肥
は
富
士
山
麓
の
農
業

生
産
法
人
で
使
わ
れ
て
い
る
。
公
園
等
の
枝

葉
や
落
葉
は
年
間
４
万
９
千
4８0
㎏
、
委
託
業

者
で
チ
ッ
プ
化
や
堆
肥
化
さ
れ
屋
上
緑
化
の

土
壌
や
山
梨
の
果
樹
農
園
に
使
わ
れ
て
い
る
。

市
に
戻
せ
る
が
、
現
在
は
そ
の
実
績
は
な
い
。

他
、
女
性
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
支
援
の
充

実
や
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
が
ど
ん
な
時
で
も
人

権
が
尊
重
さ
れ
地
域
で
生
き
続
け
ら
れ
る
様

に
。
当
事
者
抜
き
に
制
度
も
建
物
も
決
め
な

い
。
個
別
対
応
の
徹
底
。
フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
等
質
問
。

2 年前に新人議員 2名を含む 4名で
始動した広報委員会の最終号です。
紙面デザインの調整等に取り組み、
より良くなっていたら幸いです。
ご愛読感謝申し上げます。

市長施政方針表明に対する会派代表質問 ( 要旨 ) 会派の構成人数により質問時間が異なるため、文字数に違いがあります。�
市長施政方針表明の全文は市ホームページ、抜粋は市報 4月 5日号をご覧ください。

Ｑ 臨時財政対策債を借りる判断について。
Ａ コロナ禍の非常時であっても、市民の

命と生活を守るために決断した。
Ｑ 在宅でのＰＣＲ検査体制確保の具体的

ビジョンを伺う。
Ａ 在宅療養者支援に協力を得ている医療

機関による訪問検査を考えている。
Ｑ くにたちヘルスアップ戦略のビジョン

を示して欲しい。
Ａ 全世代型の健康づくりに取り組む。
Ｑ コロナ禍における女性相談対応の一時

的住居確保事業の具体的内容は。
Ａ ＮＰＯにお願いし、拡充を図りたい。
Q 交流学習支援員を配置しての学習環境

はどのような人選と体制かを伺う。
Ａ 特別支援学級と普通学級の一体運営が

課題。担任の負担を減らし、児童生徒
が持つ力で学べる支援を行う。

Ｑ 防災行政無線の電話応答装置導入につ
いて、周知方法と開始時期を伺う。

Ａ 市報等で周知。11月を予定。

コロナ禍において安心の市政運営を
公明党 

Ｑ コロナ禍の下、エッセンシャルワーカ
ー等に定期的なＰＣＲ検査体制の拡充
をするべきではないか。

Ａ 特養・老健等には都が回数制限を付け
ず実施されている。福祉・医療系では、
定期的にＰＣＲ検査が必要であろう。
都等へ要望し努力する。

Ｑ 来年度予算編成について、特別な予算
編成が必要である。不要不急の開発事
業を保留中止し、福祉へ回すべきでは。

Ａ 不急なものは先送りしている。衛生部
門に関して必要性に応じてやる。

Ｑ 高齢者福祉を市としてどのように行っ
ていくのか。また削減等あるのか。

Ａ 地域の通いの場、社会参加の充実をや
っていかなければならない。

Ｑ 新学校給食センターについて、現在想
定される災害をクリアする必要性があ
るのでは。また、災害時活用は。

Ａ ３m浸水状況、給食センターだけが、
飛び出していたら給食より災害復旧。

コロナ禍のもと特別な対策をすべき
日本共産党

Ｑ 被害女性だけでなくＤＶをしてしまう
男性への働きかけをする時ではないか。

Ａ 女性自身が自立してエンパワーメント
される環境にしていくことが重要。

Ｑ 環境省の2050年温室効果ガス二酸化炭
素実質排出ゼロ宣言するのか。

Ａ 宣言したと認識する。
Ｑ 子ども基本条例策定にあたり、国立ら

しい内容は。子ども参加による策定が
必要だと思うが、その仕組みは。

Ａ 子どもの意見を聞き、総合的に子ども
を主体に置いた条例を作っていく。

Ｑ 食のまちづくり推進計画とは何か。市
民の参加が見えないがどう考えるか。

Ａ まちづくり全体を貫く課題を食の視点
から見直し、市民と意見交換していく。

Ｑ 庁内における女性管理職の登用は処遇
改善だけでなく、適齢期の女性達が20
〜30年間歩んで来た時代や、心情に寄
り添った施策が必要と考えるが。

Ａ 女性の力が必要であり期待している。
意欲を持ってくれたら支援していく。

Ｑ市長の考える豊かな教育とは。
Ａ 学力・体力だけでなく非認知能力を育

み、どんな背景があっても、そのよう
な成長ができるインクルージョン教育。

コロナ禍で急増・女性へのDVを防げ
社民・ネット・緑と風

Ｑ 「南部地域基盤整備」の今後の展望を
問う。

Ａ 南部地域の生活実態を踏まえ、住み心
地のよい南部地域を目指し、地域の
方々にご理解頂きながら、整備を進め
ていくことが基本であると考えている。

Ｑ 「クニビズ」の意義と今後の展望は。
Ａ 国立市の個店が体力をつけ、商品づく

り、サービスの質の向上を目指した個
別支援がどうしても必要であると考え
ている。令和３年度、この事業に取り
組み、軌道に乗せていきたい。

Ｑ 「2025年問題」対応の健康・介護予防
の横断的な体制づくりとは。

Ａ 高齢者だけの問題ではなく、全世代的
問題として捉え、全庁的に実施主体で
ある市民の方々と共に健康・医療・福
祉という視点でまちづくりを進めてい
くことが重要だと考えている。

Ｑ 永見市長が考える今後の子育て世代包
括支援センター事業の在り方を問う。

Ａ 国立市に生まれ育った子ども達が誰一
人取り残されることのないよう、相談
支援体制の強化を図り、子育て家庭を
支える専門職等を含めたネットワーク
を構築していきたい。

未来を見据えたまちづくりに着手を！
自由民主党

Ｑ 繰りかえし要望した子ども基本条例制
定に関して動き出したことを評価。条
例制定において、子ども達と語り合い、
意見を大切にすることは市の理念にも
合致する。市長みずから学校に出向い
て子どもと意見交換できないか。

Ａ 学校で行うかについては、教育委員会
とも十分に話し合いが必要である。教
育委員会・子ども家庭部・健康福祉部
の三者が連携して子どもの意見をくみ
取り、条例づくりに活かしていく。

子どもの意見を大切に基本条例制定を
みらいのくにたち

Ｑ 市民からの提言「暮らしを守る財政の
出動を！」「せめて女性のＳＯＳにで
きることはありませんと言わないまち
づくりを！」についての見解を問う。

Ａ 厳しい財政環境だが、いのちや生活に
直結する扶助費の削減は一切していな
い。コロナ禍のより一層困難な人権課
題にも当事者に寄り添った市政運営を
目指す。市内の支援スキルを持った民
間団体と今後も先駆的な女性パーソナ
ルサポート事業に取り組む。

コロナ禍を乗り越える人権政策を問う
こぶしの木

Ｑ 解消されない踏切があっても南武線連
続立体交差事業を進めるなら東西分断
が生まれ、高齢者が安心して外出でき
る環境にならないと考えるがどうか。

Ａ 例えば、天神前踏切の安全策など、東
京都と個別に考えていく。

Ｑ 過去に例のない大規模なワクチン接種
が始まるが、コロナ遺伝子ワクチンの
情報は日々流動的だ。市民に正しい情
報を伝えるには配慮が必要では。

Ａ国や東京都の情報を提供していく。

いのちを最優先する信頼の市政へ！
耕す未来@くにたち

Ｑ 地元中小企業や商店の活性化と支援の
ために商工会とできることは何か。

Ａ ビジネスサポートセンター「Kuni-Biz」
を開設し、個店や中小企業に対するア
ドバイスと提案を行い、具体的セール
スポイントを見つけて指導を行う。

Ｑ 子ども基本条例制定のポイントは。
Ａ ソーシャルインクルージョンの考え方

の指導形態を整え、学校全体の取組み
の中で多様性を認め合い、子どもの意
見を聴き取り、差別のないように対応。

中小企業活性化と子ども基本条例制定
樹木の会

Ｑ 不要不急の外出自粛への要請と必要火
急とされない、実は「大切なもの」を
失うことへの危惧とどう向き合うかに
対し、どのように考えているか。

Ａ 自由とか権利とかを保障する市政運営
を命とトレードオフするのではなく共
存させていくものと考える。

Ｑ 人材育成の具体的な取り組みは何か。
Ａ 多様な交わり合いを背景として多様な

人材の登用を進めていく。
　他、ゼロカーボンシティ、教育を質問。

コロナ禍の教訓を克服した市政とは？
立憲民主党

Ｑ コロナ後の社会も見据え、４年間の任
期でどのようなことを重点的に取り組
んでいきたいのか。

Ａ 予測できているのは、2025年問題、
2040年問題、これは人口構成の問題だ。
これにしっかりと備えていく。医療の
持続性を確保、それから介護の持続性
も確保。そして、全世代の健康度をい
かに高めて、しっかりと対応していく
社会をつくっていく。これを支えるた
めには子供たちへの投資、子供たちが
しっかりと育つ環境、そして子供たち
が伸びやかに成長できる環境へしっか
りと社会を向けていく、投資を向けて
いく、こういう課題も大きな課題であ
ろうと思っている。

コロナ後の社会も見据えた投資を！
新しい議会

広報委員会


